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拘機酸代謝に関する臨J休的研究


第� 1編 字L汁中絢機酸蜜に関する研究


千葉大学医学部小児科教袋〈主任佐々木t~î丸数段〉 

rlr 口一縦�  

KAZUO YAMAGUCHI 

第� 1章緒 言� 

絢徽酸の小児科的使用は広汎に瓦り，乳児混疹，漆仕if生体質児，消化不良症，消椛肢等に治

療食前・として駿乳を与えるが，この際，般乳のーっとして杓織酸乳が好んで使用せられて)@}

り，叉拘機酸の抗的能病性作用は諸家tめに依り認められ，イ句俄病患l児の治療と� Lて，ピタミン� 

Dと共に用し、られている。かく拘悌酸ば臨JI本的に重要なる;章義を有し， .EI.つ Krebs(l)(1937)の

:研究に依り，約機酸が生体組織内に於いてその酸素i伊l肢と密接なる関係に有る事がl児らかとな

り，生体の代謝にも抵裂性が認められてきた。杓櫛酸は生体内にて，合成せられる事が認めら

れているが，一部拘燐酸の供給源として日常の食物に負う事は勿論であるo

乳汁は動物の成長上必~Jiの各栄養素を総て適当な制合に合有するのみでなく，その消化吸収

の点に於いても他の食品より悩めて良好なもので，乳児期栄養の線総をなすものである。乳汁

Fjこ!拘徽酸は Ca及び� Mg臨となって仔街し，乳汁内に於ける邸分の平衡を保持する上に必要な

る役割を有するものである。乳汁l今中旬機酸設に就し、ては古くより研究せら才して)[}り，人乳に!刻

して� Scheibe(!l)(1891)，Kunz(3)(1915)，Kieferle，Schwaibold，Hackmann(4)(1925)，Jerlow 

(5)(1929)，思・村匠102)(1935)の報告があり，牛乳にl却しては� Soxhlet(II)(1888)，Henkel(7) 

(1891)，Vaudin例(1894)，Soldner例(1896)，Beau('O)(1904)，Sommer，Hartいり(1918)，� 

Bleyler，Schwaibold<'2)(1925)，Sherwood，Ham~l1er<'2)(1926) ， 凱・村EI.:I(12)(lfi)(1932)の報

告に桜し，牛乳i二十1絢倣酸哉は人乳よりも多授に合有せられている取が認められているO 叉，濃

縮乳及び粉乳にlIiむいては，� Supplee，Bellis(I:I)(1921)並びに� Steuart(H)(1924)の研究が1:f.在

日告に接14の)lowt5・Jerする。かくの如く乳汁に関する報告は多いが，人初乳に刺;し、ては儲かに� 

するのみで，人初乳及び人成熟乳を系統的に経過を追い観察仕る報告は未だこれを見なL、。手当

者は分娩後の経過日数をAlって，事Lrlr:1吋匂機酸;liI:の変動を観察せんと誠みた。

なお，乳汁内絢倣酸は大部分乳清ド!こ1に含有せられていると公われて問り，叉� Obermaier('・l: 

11熱力mは力903)，904)(1 Dieudonne<'5)(1 圧に依りその合有卦を著しく減少せしめる事を認め，

これに反し� Sommer，Hart(II)(1918)は加熱に依り何等変化を認めないと報告し，一定の結論

が得られず，最近� Rogina(I町工これを追試し牛乳を焔上に� 15分間煮沸しても何等その合有設

に変化をきたさないと述べている。以上のことより，著者は全乳と乳清下!こ!の絢機酸設を測定

し，乳消分離のi捺加熱し併せて加熱に依る影響を観察せんと試みた。
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第2輩検査方法

絢搬椴測定訟を大別すると� Thumberg‘法と� 

Pentabrornazetone法の二種?煩があり，後者の方法� 

が現今一イ投に用いられている。� Pentabromazetone

訟は� Stahre(1897)に依り拘機般が臭素水の添加の

下で過マンガシ酸カリにて般化せられると� Penta-

bromazetoneとして白色の枕搬を生ずることを

発見したのに議づいている。その後，� Pucher， 

Vickery，Laevenworth(2(J)~:l:拘機般定置をの研究j品

程に於いて石油エーテル中の� Pentabrornazetone

は硫化ナトリウム溶液にて処理せられると，その7k

様!習が誠色~紅色を謹するのを認め，この色調は

Pentabrornazetone監と比例し少駄の拘機敵を測E

倍するのに，この比色法の使用し得ることをitiE明し� 

た。近年� Natelsonet al(1(I)(1948)は本訟に改良を

加え更に少般の検休にてtnlj賠し得.るようになった。� 

著者は� Natelsonet al法の一部を愛えて乳fl.r:ヰ{リ1

機賊愚:の測定を行ったの

仁AJ原理: 拘機股がrliff餓熔液中にて臭素の存荘

下で過マ� yガY椴カリにて間変化せられると� Penta-

brornazetoneを生じ，この石油エーテ;J..中� Penta-

brornazetoneはチオ尿索溶液にて処理せられる

と，その水様闘が黄色をき還し，この色調は� Penta-

brornazetone監と比例する。� 

(8)試擁:� (1)18N硫機溶液。� 

(2) 臭素・~化カロ溶液。飽和臭素水に， 1Nに

なるように臭化カリを加えたるもの。。)6%週間変化水素7k。

〈の石油エーテノ1.-(割u点90-.;.1000C) 

700ccの石油エーテル〈リグロイ� ν〉を諜悦椴と

共に探識してーi挽放置する。その石持hニ巳ーテルを分

液漏斗を崩し、� 3間夫々約� 50ccの滋硫酸で洗う，そ

の後水で何聞も洗い，� f武後に飽和i国マンメry椴カリ

総液と共に� O.5Nになるように機械械を加え充分保

識し，� 30分間放置後j品マ� yj/y般カリの部分を楽

て，� 7kでj蝕マシガン椴カリの色調がなくなる迄洗

う。その後碕び漉硫酸にて何等の色も謹さなくなる

迄これを繰返し，最後に蒸糊して� 900.......1000Cの附


にて得.られた部分を使用する。� 

(5) 5%過マンガy両者カロ裕被。� 

(6)チオ尿素溶液。� 4%チオ尿紫溶液� 100cc ~こ 2 

gの瑚砂を加え� pH9.2とせるもの。� 

(C)実施方法: 乳汁� 0.5ccに� 10%三塩化陥賊

裕波� 4.5ccを加え，この潟液を� 10分間放置し，� 2500

回i阪で遠沈除蛍自する。この上澄液� 1.0ccを採り驚

付きスピッツグラスに入れ，これに10%三塩化附駿

1.5ccを加えて金量� 2.5ccとな� L，18N硫酸溶液� 

0.08ccを加え，この際液を� 30分間水槽中にて煮沸

濃縮する。冷却ーせる後，臭素・臭化カリ溶液� 0.08cc

を加え� 10分開放置する。� 5%過マ� yガy椴カリ溶液

0.2'ccをこの溶液に加え混加し� 10分間・政器する。か� 

くて拘機械は� Pentabrornazetoneを生ずる。その

後このスピッツグラスを氷鐙あるいは氷水中に入れ� 

約� 100C位に氷冷� L，過剰なるi品マユノガン酸カリを

最少鼓の� 6%]踊鹸化水素iK(約3鴻〉にて脱色せし7.

める。次に石油エーテノ1.-3.0ccをこのスピッツグラ

スに住入し，畿をして� 10分間振撤すると� Penta-

腐に抽出せられる。Lエーテノ11仕府首bromazetone 

様溺とが明7k分間広戸テ;1.-腐と5ほ11翻2000これを

般に分離する迄逝枕する。述沈後この石油エーテル

2.5ccを採り他の査を付きスピッツグラスに入れ，チ

オ尿素溶液� 3.5ccを加え輩をし� 5分間振識すると淡

策色に墨色してくる。これを� 2000問紙� 5分間述枕

し，エーテノt，J留と水様閣とを充分に分離せしめ，こ

の淡黄色に虫色せる水様燭を� 3.0ccの� Cuvetteに� 

入れ，� pulfurich-Stufenphotorneter (Filter 47) 

にて比色定箆:を行し、，その税みを予め作成した検監

曲線から競み濃度を求めた。� 

なお，手し糟を分離するのに(11i)， 10cc乳汁に� 20%

三塩化自民賊溶液� 0.2ccを力11え椴性となし，約� 900C

〈乾熱減欝器〉に加熱した。乳消rl:'f旬機験段の淵Ij定
は乳情� 0.5ccをとり前記同様に機作し行ったの

第� 3章検査材料

人初乳は千集大学産婦人科教室にて分娩し，母子

共に健全なる母親から採取した。人成熟乳~;t，千集大

学小児科外来及び入院患児の母親で健康・と思われる

ものから抹取した。市販牛乳は千集市内にて販売せ

られているもの，エバミルグは森永コスモスミルグ

及び明治エバミルグを使用した。

人乳は可及的空!臨時に採取した。

節4輩検査成績

第� 1節 人乳中拘機関費量

(1)人初乳中拘機酸段: 人初乳は� 20人の母親に

就いて分娩日組問を第1日として錫7日迄，日を追

って測定し，その成績は第1表の如くであるo叉，

その分布図は第� 1閣の如くである。

即ち，分娩後第1日には葬常に少しその後急速

に増加し，分娩後第4自にて最高となり漸次減少の

傾向を認めた。
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第� 1図� 人初乳r~1拘機関空位分布図
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筋� 3哉 人成長!神L111絢機関空品:G変乳期後半〉20 

ふ一同 ;3 fl 

氏名 ld認可否反Jl411~主抑制盛岡 dl)
21.5I28! I女務総�  
27.5t:. 

}'jク� 
30 

1711ニ布�  

67.0女32 11大 } �  

36.026 持高楠�  

31.5 
一一

~刊号、1寸" 28 女� 

18.024 女笹木�  

33.030 女松戸�  

36.08ヶ月28 身字放�  

50.028 男中 島 �  

48.538 持山 来 �  

51.033 男松原�  

34.026上� 11} 
30.029核問�  

(2)人成12!詳しI川;fU機i可愛till::人成熟乳を授乳期i)iJ

とI~ (乳児j司令� 7ヶ月潟の者)，援手し}明後半〈乳児月令� 

7ヶ月より� 12ヶ月泡の主計).� 2えぴ授乳� 1年以� j二の業i'

の� 3種に分け測定を行い，その成績は第� 2.3，4荻

に記蛾した。

第� 23提� 人成熟手LI.l 前半〉r:絢機椴滋〈授乳JYl

拘機椴最(mg/dり氏名|母親年伴L児月令ト，，~七日Ij
42.525呉羽�  

38.523久保�  

65.523 男池!羽� 1ヶ月
48.532 女飯島�  

55.026 女荻}京� 

21 53.5j 甥&1冴� 
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篠!王i 
石井�  

26 

29 
10ヶ月

男� 

男� 

68.0 

21.5 

平山�  

伊賀美� 

秋元�  

31 

35 

32 

11ヶ月� 

関� 

#1 
見� 

24.0 

38.5 

33.0 

太田�  

伊勝�  

米本�  

29 

24 

38 

12ヶ月� 

女� 

!J~ 

明� 

30.0 

10.0 

34.0 

拘機酸誌は人成熟乳より諸問にi寝i濃度合有せられて

いる事が認められた。

従って，人乳中拘機椴誼の椛拶曲線を図示すると

第� 2図め如くである。

第� 2図 人乳r.1吋句繊酸抵抗告移曲線

時平均信頼限界�  128.7話� m話� 42.1

第 4義人成熟乳rl:1拘機階段 (f~乳 1 年以上〉
日� za3fl4nfHI6日� 711 器吋!T明J平年以2

氏 名 母年親令 乳把年令 f'I~I; 7.J1j 拘i搬椴爵:(mg/dl)

棋糠�  

戸 村�  

武� J11 
秋田�  

中!IkY，� 

渡辺�  

布施野� 

泉水�  

小� J11 
永長�  

29 

29 

29 

40 

28 

30 

26 

28 

28 

34 

1 :tr~ 1ヶ月 女� 

11:ド 11)・月 女� 

1:年2ヶ月 :埠 

1 ヶ月3:9:' 持� 

1年� 3ヶ月 持� 

1王手� 4ヶ月 持� 

1主ド� 6ヶ月 甥� 

1主ド� 7ヶ月 掲� 

1年10ヶ月 持� 

2年 男� 

18.0 

13.0 

31.5 

18.0 

12.0 

18.0 

21.5 

24.0 

20.5 

10.0 

即ち，分娩後錦� 1日には非常に少しその後急速

に上界し，分娩後第4自にて最前となり，漸次減少

の傾向を示し成熟手Lに移行する。而して，事L!尼月令

を摘すと共に更に減少し，授乳� 1年以j二では持常に

低舶を試してくる事・が認められる。

第� 2節 牛 乳rt-'拘機椴鼠: 

(1) 11jl版牛乳rド拘機階段:� itil波牛手lを毎日� 1本

づっ� 22例に就き測定し，そのj成績は第� 6表の如く

;;玉164.5信頼限界はj問委5に於ける母5%倹率iで，危� 

m::;;; 169.9mg/dlで人乳より筒濃度合有せられてい

るのが認められたの州

母平均信 頼限界�  113.5~m話 30.3 第� 6義 市j淑牛乳1=1:1絢機敵国: 

No. I 拘格子板忍;
(mg/dl)以上の測定成績より危険率� 5%にて母平均信頼限

界を求むると，授乳，;}IJ}前半 44.3~m話 54.7 mg/dl， 

授手L期後半28.7 ~m ~42.1m gjdl，按手L1年以上

では� 13.5;;;;m ~30.3 mg/dlであり，この� 3者にて

明らかに舵計学.と有訟の遊を認めた。

人初乳を分娩後の縦泊1:1数に分け，人成熟乳を� 3

期に分ちて，例数，� i阻閉，平均仰を表示すれば矯5

畿の如くで，分娩後第� 3日より第� 7自主告の人初乳中

第� 5義 人初j乳並びに人成熟乳r:ド拘材網変殴

1γ|M猛管強!各 停例倣例数判! 理忠包� 

11 拘機隣国:INo. 
! (mg/dl) 

11←一一一一一一一一1'γ一一一一� 
1 I 124.5 11 13 

2 192.0 14 

3 118.5 15 

4 137.3 16 

5 131.3 17 

6 157.5 18 

7 182.0 19 

8 182.0 20 

9 222.0 21 

10 201.0 22 

I'V.J.11 

I一一一時一� 
I 133.5 

137.3 

170.3 

146.3 

165.0 

165.0 

174.0 

189.0 

1鈎� .5 

181.5 

島品提|削指m話1697.2 
11 171.8 

199.512 
35.2 

61.0 次レで，濃縮乳の一つであるニr..-'，'ミルグ 10例を測

81.5 定し，その成績は第� 7表vr.記識してある。
75.7 

即ち，この危険率� 5%に於ける母平均{言頼限界は� 
74.5 

388.8話� m話� 403.8mg/dlで市販牛乳の約� 2f告の濃
61.4 

度を有していた。

49.5 第� 3簡i金乳及び乳消r:t絢倣験設の比較

35.4 人成熟乳は第8茨，� '"fIJ版牛乳は第9表にその成績
21.9 

を記載した。

7 5.0--15.0‘第� 1 FI 

人 13 5.0--78.0鰭� 2 日� 

19.0--122.。1 19 1:3第� 

17 42.0--130.5 

第� 5 匹!� 

初j 第� 4 円� 

14 34.0--125.5" 

手し 41.0-:--110.0 

第� 7 El 

第� 6 1:1 7 

6 38.0--97.5 I 

33 18.0--76.5按乳期前半�  

21 10.0--68.0 

授乳年� 1以上� 

授乳期後半成
10.0--31.510 

初乳人
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製 品 名|拘機椴掻〈叫/dl)

グ	 r 447.0 

11 	 1 465.0 


I 
I 
I 
I 

0 67.0 1.468土康�  I 1 I -
/ I II高橋�  36.0 36.0. 0 

I 

I 
I 
I 
I 
I 


明 治 エ パ 	  ξ ノL グ I 402.0 

グ	 1 354.0 

I 351.0 

I 348.0 

I33.0 33.0 0松戸 �  

I 
I 


第� 8義人成熟乳

氏 名!金手向刈手間(mg/吋恋動率(%)

宮崎�  36.0 30.0 I -16.6 

宇敷�  36.0 34.0 -5.5 


中島 I 50.0 50.0 0 

資問 I 47.5 38:5 I -1-2.1 


片岡�  1 60.5 1 66.5 I 十� 9.9


松原 I 51.0 52.0 I -1-L9 


米本 I 34.0 30.0 I -11.7 

f色野�  I 53.5 52.0 I -1.8 


7第 表 .::c.パミルグ中拘機椴最

I 420.0森永コスモスミルク� 

411.01 

I 432.011 

333.01グ� 

3制印話403.8母平均信頼限界 1

I 
I 
I	 

I I48.5 50.0 3.0山来 -1-

I 33.5 28.0 -16問中 .4 


忌均{W[f 45・2 -44~'4' ---r ---_.ii-'-

第� 9表市版牛乳

。
。

|企乳〈叫/州航mg/d川捌準(%)
ーー� 

236.0 239.0 -1-1.2 

184.0 188.0 十� 2.1
 

202.3 
 202.3 

阪� 174.0 192.0 十10.3
 

201.0 201.0 

193.5 
 192.0 -0.7

手し� 

174.0 177.8 
 十� 2.1
 

186.8 
 192.0 -1-2.7 


194.0 198.0 十� 2.0平均値�  

以上の成績より，人成熟乳及び市販牛乳にて，金

乳中拘機椴震をと乳部中の合有監とは開制II鵠;しい事が

認められた。

第� 5寧 総括並がに若宮按

治般的政び(r;:~/J~.f本の代謝J聞に於いて，拘持者般の設

要性が論議されつつある時!1'E，若者は乳児期栄哉の

根源である乳討すこ就き，人初乳，人成熟乳.'fb1坂牛

乳，エパミルグの� 4艇に分け拘機i蛾肢の測定を行

い，なお，金手1I及び乳i官1:[:1拘機階段の比較測定を試

みた。

数を泊って観話守する11:j@人初乳に就き分娩後の経

と，分娩後第� 1円には非常に{尽く，その後急速に地，

加し分始後策� 4 rrにて最前を示し漸次減少の傾向を

認めた。人初乳にて分娩後第3flより錦� 71=1迄の所

五~~J後半のものてサ:t人成熱乳より i高度に合有せられて

し、た。人初j乳に関する文・献は非常に少く儲かに� 

Jerlow<のの報告が有るのみで，彼は分娩後� 3.......4自

の有j手し故ひ可こ成熟平しで'~;J"， 33--125mg/dlであると述

べてし、るの分娩f去の統治日数を迫って測定せる報告・

は未だ見られずiL治家の成績と比較することはI:lH~な

いが，著者・の人事1J乳に就き測定せる舶の純聞は� 5.0 

--130.5 mg/dlであり，� Jerlowの報(!まと時一致して

し、る如く，思われた。乳汁の分泌機I阪に関しては拍手長

幾多の学説あり� lJi1.紅海定説を見ないようである。 

Vaudin<のく1894) は乳腺にて乳糖の分解.せる I~去に約

機般の発生せるさかを認め，又.� Kieferle，Schwai-

bold，Hackmann(.j)(l925)等は乳櫛合宿・5をと拘機

隙合有肢との!片jに一定の関係が存ヂI~せる司\:を認めて

照り，なお� Bleyer，Schwaibold<'()に依り乳汁r[:1拘

機械はj白.rl'絢機般にr:tl来するものでな"， ~j~:を認め， 

J:記諸家主母;~:t.*íU訴訟般が乳忠良活動に依る特殊代謝政物

であると推定してし、る。乳加に就いても乳腺n:IIIJJ包の

作用に依り生ずるものとーイ肢に認められ，乳j操車IIJ胞

の1;~態にあらざる初乳JUJ枚びにi必乳作舟!の諜えたる

分泌末期乳に於し、ては馨しくその合設の少し、~Ir.が告n

られてし、る{iHL又人初乳は分娩後� 6......711古:州統て繊

めて少般の分泌を認めるに過ぎず，初j磁~~Iに於し、て

は[1寺に� 48 r時間j和紙て始めて分i必せられる場合もあ

る。従って人初手しにて拘機微肢が分娩i直後に低怖を

示す事は米だ乳腺機能が充分でなし、ためであろうと� 

:t1~客寄せられる。 L 、わゆる後半期人初乳r[1絢搬階段の

人成熱乳より i~iS濃度合有せられているのは，乳腺機

能が完成し，仙の有機物質と問機に，新生児期に於

ける旺J械なる新陳代謝に処するため考えられる。

人成熟乳を綬乱期前半，後半，授乳1年以上の� 3


額に分ち観察すると，乳抱月令の湖加とともに減少


して行く事が認められ，綬乳1年以上の者では馨し


く低簡を示していた。これは泌乳末期にて乳腺機能
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の蹴返せるためと思われる。出m乳i陸艇が乳児の栄養 有機性境分の大半を構成する拘機酸も叉恐らくその

状態に・膨縛し向健病をおー担し易し、と公われてし、る 物質代謝上牛乳に盛憶なるものと考えられる。

カら拘機酸の抗イ句鍛病的劾果より考えて，かかる点 乳摘を分離する探目白峨峨性とし，約� 900Cに加熱

もいささか関与しているのではなかろうかと� AEtわれ したが，牛乳では加熱時間は短〈約5分.人乳では

両信乳の必要なる一悶子であるうと考えられる。人成� 10--20 分を要した。これはカゼイシの保議I~~貨とし

熱乳に関する緒家の報告と比較すると，� Scheibeω てのアルブミシが人乳には多額:に存在し，これがた

く1891)54--57mg/dl，Kunz(13)(1915) 44--62mg めにカゼイ� Yが酸に依り仲々碗問し期札、ことと，人� 

jdl，Kieferle，Schwaibold，Hackmann(H)(1925) 乳中のカゼイ� Yは般添加に依り級めて微翻!なる枕澱� 

100.......150 mg/dl，Jerlow<n)(1929) 33--125mg/dl， となり概塊を生じ刻iく透明なる乳摘を分離 l~難\，、た

恩・村問(12)(1935) 34.6mg/dl (27.0--46.0rilgjdl) めと，盟、われる。著者の金坑及び乳摘に就き測定せる� 

で，44.4mg/dl及び45.2mgjdl平均値は人乳では各}致し111として居り著者の測定値も此等緒家の仰と

ているのを認めた。牛乳中拘搬椴国:は人成熟乳より 市販牛乳では� 194.0mg/dl及び� 198.0mgjdlを訴し，

高機度合有せられていた。牛現に就いての文献は種 問者i時相等しし、備が得られ，乳r'l~rド拘機般は大部分

あ々り，� Soxhlet【(J)(1888)150mg/dl， Henkel<り 現消l判こ存在しているのが認められた。乳締成分は� 

(1891}100--150mg/dl，Vaudin(R)く1894)100--150 乳榔及ひ・塙績が主であると云うことからこれは脊:泉1 

mg/dl， Soldner仰(1896)200m.g/dl， Beau(10) に理解せられる。乳精分離の際に加熱したが，事者者� 

(1904) 181-224mg/dl， Kunz(3)(1915) 150--199 のilllj定成緩からは拘機関を趨:の減少は認められなかっ� 

mgjdl，Sommer，Hart<l1)(1918) 230--240mg/ た。加熱に依る影縛に就いて� Obermaier(H)は� 15 

dl， Bleyer， Schwaibold(IJl)(1925) 270mg/dl， 分の加熱に依って� 31.87%の如き多能・の消失を来す� 

Sherwood，Ham.mer(111)(1926) 70-230 mg/dl， ものであると云い，なお長時間の加熱は犯に消失舗:

盟・村田(1日)(1932)96.2mgjdl (79.2--117.6m.g/dり を増加せしめると公うている。而してこの際何溶性

の如くで，護者の測定鮪は毘・村田の報告より梢々 の拘機椴は全く不溶性のものに礎化すると称してい

潟舶を示したが，他の報告者の鮪とは概ね一致して る。然るにその後'SommerjHart(l1)は加熱並びに

いる事を認めた。エバミルグで寸土牛乳r-1f 力n圧に依っても何噌;の夜化を認めることがな<，� .13..:J句機殿韻:の

約2倍の濃度を認めた。� Supplee，Be1lis(13)(1921) つ� Obermaier・の云・う如く不溶性の拘機椴舗の生成

並びに� Steuart(lIl)く1924)は濃縮乳及び粉乳の拘機

敵設を測定し，その原料の絢機椴設に}致している� 

，SuppJee】，Kunz(lllを認め得ないと云・うてし、る。叉� 

i熱に依って拘搬11(lりもKickinger12)，Bellis( 1f 鞍消失

のを認めている。護者の成績もエパミルグを� 50% をきたすものでなし、と述べてしる。斑に般近� Rogi・

に稀釈すると金筑となるので，これと時々同様なる� na(1のは牛乳を焔J:に15分間部:測しても何等その合

結よ誌を示してし、た。牛筑r.1:J拘搬勲爵:が人乳の央れよ 盤に~化な<，殺到I}に依る礎化を認めることは出来

りも搬'前なることは，� nm仔の生長と干官接なる関係dど ないと公うている。加熱に依り全然膨緋を受けない

有する!天分，域分，燐駿等の含鼠:は速かに成長完成 か硲かは今回向腕問とせられてし、るが，若者の成総� 

の述べた如く諸問なる減少をきObermaierからは却を要するもの11する動物の乳汁にて生長完成に長期

に比しこれらの合爵:髄・協'なことが知られている【111)。 たすものとは思われなかった。

第6牽結 論� 

(1) 人初乳中杓槻酸ftl:を� 20名の産婦にて分娩後の経過iミ!数を追って測定したるところ，

各日に於ける平均値はぬ・� 1日7.2mg/dl，~~ 2日35.0mg/dl，~~ 3日61.0mg/dl，節� 4日81.5 

mg/cU，第� 5日� 75.7mg/dl，第� 6日74.5mg/dl，第� 7日61.4mg/dlであり，分娩後第� 1日で

は非常に低{誌を示し，その後急:速に増加し分娩後第� 4日にて最高に迷し，漸次減少の傾向を示

し成熟乳に移行して行くことが認められた。分娩直後にて低値を示すのは乳!腺機能の未だ充分

で-ないためであろうと思われる。� 

(2) 人成熟乳中拘機酸設を授乳期前半� (33iJU)，後半�  (21例)，授乳� 1年以上� (10例)に
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分け測定し，各々の危険率� 59'るに於ける母・平均信制限界を求むると 44.3話� m話� 54.7mg/dl， 

28.7謡m話� 42.1mg/dI，13.5話� m話� 30.3mg/dlで乳児月令の増加するとともに減少を示し，

授乳� 1年以上では著しく減少することが認められた。これは泌乳期末期に於ける乳!燥機能減退

に依るものと考えられ，また出，ffi乳遅延が栄養状態に関係し仰健病に限思し易いと云われている

が拘機酸の抗仰健腕投作用と考え合せて搬手Lの必要である一因子であろうと考えられる。� 

(3) 市販牛乳� 22例，エバミルク� 10例に就き拘椴酸裁の測定を行ったところ，それの� 5%

危険率に於ける母平均信頼限界は各々� 164.5謡� m話� 169.9mg/dl，388.8話m話� 403.8mg/dlで

牛乳中絢機祉は人乳より高度に含有せられていることが認められ，ヱバミルクは牛乳の約2的

の濃度を示し，ヱバミルクは約 50% に稀釈すると全乳と 1'1任等しくなるので，その版t:!~の拘倣­

酸鑓:に一致することが認められた。� 

(4) 金手L及び乳総中拘倣酸j訟を人成熟乳� 13例，� ilJJ仮牛乳� 8例に似し、て比較測定せるとこ

ろ，その平均値jl(~V'に平均変動率は人成熟乳にて全乳 45.2 mg/dI，乳泌� 44.4mg/dl，変動本� 

-1.7μ，市販牛乳では会乳� 194.0mg/dl，手Lf荷� 198.0mg/dl，変動率� +2.0%にして企乳及び乳

消中物繊酸設は概ね相等しい{直を示し，乳汁FI=1杓機般の大部分は乳消!十1に合有せられることが

認められた。なお，乳消分離のj際加熱したが，加熱に依り乳汁'*1;1'旬倣酸哉は余り彫物を受けな

いように思われt.::..o

ヌド編を終るにあたり，終始御懇篤な御指導と御校閲の労をj協わった脱出~j佐々木救援に深く感謝

する。

本研究のーt1i~は文部省科学研究鎚に依った。
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